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　弘前初代藩主である津
つがるためのぶこう
軽為信公は領内巡視の際、萱原から

立ち上る煙を頼りにたずねてみると３軒の庵のそばに柏の木が
ありました。先住の浪士らは思いがけない来客に喜び、精一
杯のおもてなしをすると、為信公は浪士らの望みである津軽新
田の開発を図り、この地を広須村と名付けました。
　旧柏村の由来となった柏の木は樹齢およそ300年の２代目で
あり、その伸ばした枝と先人たちの並々ならぬ努力によって開
拓された田園はつがるの風景のひとつとなっています。

　　場所：広須農村公園
　　　　  JR木造駅から車で５分ほど　　

つがる物語
津軽新田発祥の地
柏地区 柏の木
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平成31年第1回つがる市議会定例会　15日間　3月1日～3月15日
　　　今定例会の議案は　　　市長提出議案・・・・・29件
　　　　　　　　　　　　　　　陳情・・・・・・・・・  １件
　　　　　　　　　　　各議案と議決結果をお知らせします。

◎は全会一致　

番号 件　　名 審議
結果

議決
結果

市長提出議案

予算

３号 平成30年度つがる市一般会計補正予算（第７号）案 ◎ 可決
４号 平成30年度つがる市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）案 ◎ 可決
５号 平成30年度つがる市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）案 ◎ 可決
６号 平成30年度つがる市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）案 ◎ 可決
７号 平成30年度つがる市後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号）案 ◎ 可決
８号 平成30年度つがる市介護保険特別会計補正予算（第４号）案 ◎ 可決
９号 平成31年度つがる市一般会計予算案 ◎ 可決
10号 平成31年度つがる市農業集落排水事業特別会計予算案 ◎ 可決
11号 平成31年度つがる市公共下水道事業特別会計予算案 ◎ 可決
12号 平成31年度つがる市国民健康保険特別会計予算案 ◎ 可決
13号 平成31年度つがる市後期高齢者医療特別会計予算案 ◎ 可決
14号 平成31年度つがる市介護保険特別会計予算案 ◎ 可決

条例

15号 つがる市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
16号 つがる市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
17号 つがる市デイサービスセンター条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
18号 つがる市国民健康保険条例の一部を改正する条例案　　　　 ◎ 可決
19号 つがる市農村公園条例の一部を改正する条例案　　　　　　　　 ◎ 可決

20号 つがる市体験農園施設条例の一部を改正する条例案　
　ピックアップ（P3参照） ◎ 可決

21号 つがる市消防本部及び消防署の設置に関する条例の一部を改正する条例案　
　　　　　　　　　　　　　 　　ピックアップ（P3参照） ◎ 可決

22号 つがる市コミュニティ消防センター条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
23号 つがる市消防団条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

指定
管理

24号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市木造福祉交流セン
ター「花しょうぶの館」）　　　　　　　　　　　 ピックアップ（P11参照） ◎ 可決

25号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市柏ふるさと生きが
いセンター）　　　　　　　　　　　　　　　　 ピックアップ（P11参照） ◎ 可決

26号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市車力ウェルネスセ
ンター）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ピックアップ（P11参照） ◎ 可決

27号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市森田ふれあい交流
の里「おらほの湯」）　　　　　　　　　　　　　ピックアップ（P11参照） ◎ 可決

28号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市健康増進施設「稲
穂の湯」）　　　　　　　　　　　　 　　　　　 ピックアップ（P11参照） ◎ 可決

人事 29号 つがる市教育委員会委員の任命につき同意を求めるの件　
ピックアップ（P3参照） ◎ 同意

路線
30号 市道の路線廃止の件 ◎ 可決
31号 市道の路線認定の件 ◎ 可決

陳　　情

陳情 ３号 車力ミサイル基地周辺地域における避難計画の策定・訓練の実施に関する陳
情書                                 　　　　　　　　　ピックアップ（P11参照） ◎ 採択
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提
出
さ
れ
た
議
案
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
案
第
20
号　

つ
が
る
市
体
験
農
園
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

◇
増
築
に
伴
い
、
施
設
の
利
用
料
の
上
限
額
が
引
き
上
げ
に
な
り
ま

す
。　

　

客
室
宿
泊
料
１
人
１
泊
に
つ
き

　

（
旧
）
上
限
額
１
０
５
０
０
円

　

（
新
）
上
限
額
１
２
６
０
０
円

問　

営
業
、
宣
伝
な
ど
の
利
用
は
当
該
利
用
料
の
５
割
増
し
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
場
合
を
想
定
し
て
い
る
か
。

答　

会
議
室
に
お
い
て
、
着
物
な
ど
の
展
示
・
販
売
等
、
営
利
目
的

と
し
た
も
の
を
想
定
し
て
い
る
。

議
案
第
21
号　

つ
が
る
市
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の
設

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案　
　

◇
消
防
署
再
編
統
合
計
画
に
基
づ
き
、
消
防
署
が
２
署

体
制
に
再
編
さ
れ
ま
す
。

議
案
第
29
号

　

◎
つ
が
る
市
教
育
委
員
会
委
員

　
　

次
の
方
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　

鳳ふ
げ
し至　

英ひ
で
と
し俊

さ
ん
（
再
任
・
柏
）

　
　
　

帯お
び
か
わ川　

圭け
い
た太

さ
ん
（
再
任
・
稲
垣
）

　
　
　
　

任
期　

平
成
31
年
３
月
31
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
３
月
30
日
ま
で

3

参
考
料
金
１
人
あ
た
り

洋　

室

ト
イ
レ
付

１
泊
朝
食
付

７
８
０
０
円

洋　

室

バ
ス
ト
イ
レ
付

１
泊
朝
食
付

８
３
０
０
円

人
事
案
件

名
称

管
轄
区
域

つ
が
る
市
消
防
署

木
造
地
区
の
一
部
、
柏
地
区
、

森
田
地
区
、
稲
垣
地
区
の
一

部

北
消
防
署

車
力
地
区
、
木
造
地
区
の
一

部
、
稲
垣
地
区
の
一
部

左奥が増築部分

シングルユースも可能

北消防署　完成予想図

💡

　

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

1

2

　

柏
ロ
マ
ン
荘
が
増
築
さ
れ
ま
し
た

１
階
会
議
室
と
洋
室(

ツ
イ
ン)

８
部
屋
増
築

北
消
防
署
が
設
置
さ
れ
ま
す

※
条
例
上
、
金
額
設
定
に
幅
を
持
た
せ
た
も
の
で
あ
り
、
実

際
の
宿
泊
プ
ラ
ン
と
は
異
な
り
ま
す
。
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4

決まりました。
当初予算額 249億8,000万円 (前年度比7.0％増)

に主なものをお知らせします (1万円未満四捨五入)

新規新規新規

新規 継続

事業名　小・中学校冷房設備
設置工事
事業費　9,051万円
内　容　学習環境の改善を目
的として小・中学校に冷房設
備を整備

事業名　議会広報発行事業
事業費　203万円
内　容　議会・議員の活動内
容や情報を広報により発信

（年４回発行）

拡充

事業名　プレミアム付商品券
事業
事業費　7,531万円
内　容　消費税引上げへの影
響緩和措置として、低所得者、
子育て世帯へプレミアム商品
券を販売

事業名　除雪対策事業
事業費　5億6,346万円
内　容　市内全域の除排雪・
防雪対策を図る
（丸山蓮花田線防雪柵新設工
事など）

事業名　あおもり1
と し

0市大祭典
開催事業
事業費　1,067万円
内　容　県内10市の祭りや伝
統芸能、食文化などが一堂に
集結したイベント。市独自で
新田火まつりなどを開催。

（9月21日、22日）

事業名　銀杏ヶ丘コミュニ
ティセンターおよび栄田コ
ミュニティセンター建設事業
事業費　1億9,495万円
内　容　蓮沼・千代町地区およ
び栄田地区にコミュニティセン
ターを建設（栄田集会所は解体）
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平成31年度予算を可決

税金の使い道が
●総予算額  359億3,302万円　　●一般会計

主な歳出(使い道) 　新たな事業、拡充した事業を中心
一般会計 249億8,000万円
特別会計 109億5,302万円

農業集落排水事業 　6億8,672万円
公共下水道事業 　8億1,783万円
国民健康保険 41億3,931万円
後期高齢者医療 7億1,879万円
介護保険 45億9,037万円

新規新規

新規 新規新規

事業名　脳ドック検診助成事
業
事業費　525万円
内　容　脳ドック検診料のう
ち15,000円を助成する
（国民健康保険・後期高齢者
医療保険の加入者を対象）

事業名　縄文遺跡群ガイダン
ス施設整備事業
事業費　6,519万円
内　容　史跡である亀ヶ岡石
器時代遺跡と田小屋野貝塚に
特化したガイダンス施設およ
び駐車場の用地を確保

事業名　りんご黒星病防除対
策事業補助金
事業費　702万円
内　容　りんご共同防除組織
を対象とし、11回を超えた分
の薬剤に対して10分の3を助
成
 （特別散布10aあたり2,300円
を上限）

事業名　固定資産課税台帳照
合事業
事業費　１,738万円
内　容　家屋の現況調査を行
い、台帳を整備する

継続

事業名　東京事務所運営費
事業費　6,466万円
内　容　市のＰＲなどの情報
発信、企業誘致等の情報収集
を目的とし、アンテナショッ
プ、メロンカフェを兼ね備え
た事務所を開設

事業名　消防署再編庁舎建設
事業
事業費　9億1,727万円
内　容　北消防署、稲垣分遣
所を建設し、2署1分遣所体制
へ再編

過去最大規模の予算編成

特別会計

一般会計

（単位：円）
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問　
環
境
に
優
し
い
電
気
自
動
車
（
以
下
、

Ｅ
Ｖ
車
）
が
普
及
し
て
き
て
お
り
、
つ
が
る

市
で
は
道
の
駅
も
り
た
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ

が
る
柏
、
日
産
自
動
車
柏
店
の
３
カ
所
に
急

速
充
電
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
縄

文
遺
跡
群
が
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
場
合
、

Ｅ
Ｖ
車
で
訪
れ
る
観
光
客
の
増
加
も
見
込
ま

れ
る
た
め
、
利
便
性
向
上
策
と
し
て
24
時
間

対
応
の
急
速
充
電
設
備
を
増
設
し
て
は
ど
う

か
。

答　
Ｅ
Ｖ
車
の
充
電
方
法
は
２
種
類
あ
り
、

普
通
充
電
は
10
時
間
前
後
で
満
充
電
と
な
り
、

急
速
充
電
で
は
30
分
〜
１
時
間
で
約
80
％
ま

で
充
電
で
き
、
充
電
中
は
道
の
駅
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
青
森

県
次
世
代
自
動
車
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
ビ

ジ
ョ
ン（
平
成
25
年
３
月
策
定
、27
年
改
定
）

に
お
い
て
、
市
の
急
速
充
電
器
の
配
置
数
は

３
基
と
算
出
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
県
内
で
は

Ｅ
Ｖ
車
の
普
及
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
状

況
か
ら
、
現
在
の
配
置
で
対
応
可
能
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
、
普
及
状
況
や
社
会
情
勢

な
ど
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　
本
市
の
６
次
産
業
化
の
推
進
を
図
る

に
は
、
加
工
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
の
声
を
取

り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
意
見
聴
取
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
は
行
っ
た
の
か
。

答　
昨
年
、
利
用
者
に
対
し
て
施
設
の
利

用
状
況
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

結
果
報
告
を
兼
ね
て
各
加
工
団
体
の
代
表
者

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

問　

加
工
セ
ン
タ
ー
は
多
く
の
女
性
の

方
々
に
利
用
さ
れ
、
安
全
、
安
心
な
加
工
品

の
製
造
や
若
い
世
代
へ
作
り
方
の
継
承
な
ど

情
報
交
換
の
場
で
あ
り
、
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
施
設
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
構
想
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
閉
鎖
な
ど
の
考
え
は
あ
る
か
。

答　

各
施
設
と
も
築
27
年
か
ら
35
年
と
老
朽

化
が
進
み
、
修
繕
な
ど
の
維
持
管
理
費
が
か

さ
む
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
段
階
で

は
既
存
施
設
の
閉
鎖
を
含
め
、
具
体
的
な
構

想
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
後
も

利
用
者
の
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
将
来
的
な

方
向
性
を
定
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
つ
が
る
地
球
村
に
新
設
さ
れ
る
温
泉

施
設
の
概
要
は
。

答　
新
温
泉
施
設
は
藤
山
邸
東
側
の
人
工

池
付
近
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
床
面
積

が
５
７
１
平
方
㍍
あ
り
、
既
存
の
温
泉
施
設

と
比
較
す
る
と
約
1.5
倍
と
な
り
ま
す
。
洗
い

場
は
男
女
あ
わ
せ
て
約
10
人
分
増
え
て
40
人

分
と
な
り
、
平
成
32
年
４
月
に
供
用
開
始
予

定
で
す
。
建
設
に
伴
い
、
お
ら
ほ
の
湯
と
既

存
施
設
は
廃
止
し
ま
す
。

問　

お
ら
ほ
の
湯
で
行
っ
て
い
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

答　
入
浴
料
金
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
月

曜
日
の
カ
ッ
プ
ル
デ
ー
は
２
人
で
４
０
０
円
、

火
曜
日
は
60
歳
以
上
１
０
０
円
、
水
曜
日
は

大
人
１
５
０
円
、
小
人
１
０
０
円
、
幼
児
30

円
、
金
曜
日
は
家
族
入
浴
デ
ー
と
し
て
１
家

族(

３
人
〜
６
人)

５
０
０
円
で
入
浴
で
き
ま

す
。

※
【
通
常
料
金
】
12
歳
以
上
３
２
０
円

問　
新
温
泉
施
設
で
も
お
ら
ほ
の
湯
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
は
実
施
す
る
の
か
。

答　
入
浴
料
金
の
サ
ー
ビ
ス
は
実
施
し
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
森
田
高
齢
農
業
者

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
で
は
65
歳
以
上
の
方
は

週
２
回
無
料
で
入
浴
で
き
る
ほ
か
、
送
迎
と

健
康
相
談
も
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を

利
用
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
移
動
販
売
の
利
用
状
況
は
。

答　
昨
年
７
月
か
ら
県
の
委
託
事
業
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
お
た
す
け
隊
が
木
造

地
区
で
車
両
に
よ
る
移
動
販
売
を
し
て
い
ま

す
。
当
初
は
利
用
者
が
少
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
増
え
、
１
日
あ

た
り
約
30
人
が
利
用
し
、
延
べ
２
５
２
２
人

で
す
（
１
月
末
現
在
）。
交
通
手
段
の
乏
し

い
地
域
の
高
齢
者
に
特
に
利
用
さ
れ
て
好
評

と
の
こ
と
で
、
今
後
は
販
売
日
数
の
増
加
や

新
た
な
コ
ー
ス
の
追
加
、
自
宅
前
で
の
買
い

物
も
可
能
に
す
る
な
ど
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

問　
東
京
事
務
所
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
メ

ロ
ン
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の
か
。

答　
つ
が
る
市
知
名
度
向
上
の
戦
略
と
し
て
、

話
題
性
と
独
自
性
を
持
っ
た
メ
ロ
ン
専
門
の

シ
ョ
ッ
プ
・
カ
フ
ェ
を
開
設
し
ま
す
。
つ
が

る
市
産
メ
ロ
ン
を
メ
ー
ン
に
し
て
お
り
、
収

穫
で
き
な
い
時
期
の
生
食
メ
ロ
ン
に
つ
い
て

は
他
県
産
の
使
用
も
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

は
温
泉
熱
を
利
用
し
た
栽
培
方
法
な
ど
研
究

し
て
、
将
来
、
冬
期
間
で
も
メ
ロ
ン
が
栽
培

出
来
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

6

五
いつわかい

和会　成
なり た

田　克
かつ こ

子

● 

Ｅ
Ｖ
車
充
電
設
備
を増

設
し
て
は

● 

今
後
の
加
工
セ
ン
タ
ー
の構

想
は

五
いつわかい

和会　長
は せ が わ

谷川榮
えい こ

子

●
地
球
村
新
温
泉
施
設
の
概
要
は

●
移
動
販
売
の
利
用
状
況
は

● 

東
京
事
務
所
で
の

メ
ロ
ン
Ｐ
Ｒ
策
は
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問　
近
年
、
期
日
前
投
票
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
が
、
先
日
の
市
議
会
議
員
選
挙

に
お
い
て
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
で
期
日

前
投
票
を
し
た
人
数
は
。

答　
左
記
の
と
お
り
。

　
　問　

郵
送
に
て
行
わ
れ
る
不
在
者
投
票
で

は
立
候
補
者
一
覧
表
が
同
封
さ
れ
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
理
由
は
。

答　
告
示
後
に
不
在
者
投
票
請
求
が
あ
り
、

発
送
す
る
も
の
に
関
し
て
は
候
補
者
氏
名
掲

示
な
ど
同
封
し
て
い
ま
す
が
、
告
示
前
の
請

求
に
つ
い
て
は
、
候
補
者
の
届
出
前
で
あ
る

た
め
立
候
補
者
一
覧
表
を
同
封
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
取
り
扱
う
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

候
補
者
情
報
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
場
合
は

メ
ー
ル
な
ど
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
候
補
者
情

報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
今
回
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
削
減
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
。

答　
掲
示
場
の
数
は
公
職
選
挙
法
に
よ
り

投
票
区
の
選
挙
人
の
登
録
者
数
や
面
積
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
投
票
区
再
編

に
伴
い
、
掲
示
場
も
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、

地
域
に
偏
り
が
あ
っ
た
た
め
今
後
、
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
児
童
生
徒
が
抱

え
る
心
の
問
題
は
多
様
化
し
、
発
達
障
害
な

ど
支
援
の
必
要
な
生
徒
も
増
加
傾
向
に
あ
る

た
め
、
教
育
委
員
会
と
福
祉
部
の
横
断
的
な

対
応
が
望
ま
れ
て
い
る
。
心
の
問
題
を
扱
う

臨
床
心
理
士
の
資
格
を
持
っ
て
専
門
に
従
事

し
て
い
る
市
の
職
員
は
い
る
か
。
ま
た
、
資

格
取
得
の
た
め
の
実
務
経
験
の
受
け
入
れ
体

制
は
あ
る
か
。

答　

県
の
事
業
に
よ
り
小
中
学
校
へ
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
て
適
切
に

対
処
し
て
い
ま
す
が
、
臨
床
心
理
士
の
有
資

格
者
は
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
資
格
を
有
し
た

職
員
も
お
ら
ず
、
実
務
経
験
の
受
け
入
れ
体

制
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
運
用
で
児
童

生
徒
へ
の
対
応
な
ど
困
難
に
な
っ
た
際
は
、

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　
国
で
は
今
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・

保
育
料
の
無
償
化
を
す
る
と
し
て
い
る
が
、

市
の
対
応
は
。

答　
無
償
化
の
対
象
と
な
る
の
は
0
歳
か

ら
2
歳
児
の
い
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
3

歳
か
ら
5
歳
児
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
0
歳

か
ら
2
歳
児
の
第
2
子
以
降
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
無
償
化
し
ま
す
（
第
2
子
以
降
支
援

助
成
事
業
）。

問　
無
償
化
に
よ
る
代
償
は
あ
る
か
。

答　
国
は
保
育
園
の
給
食
費
を
幼
稚
園
と

同
様
に
保
護
者
負
担
（
上
限
あ
り
）
に
切
り

替
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
給
食
費
に
つ
い

て
は
施
設
側
が
保
護
者
側
へ
丁
寧
な
説
明
を

し
、
契
約
し
た
上
で
保
護
者
は
施
設
へ
給
食

費
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問　

３
号
認
定
（
保
育
を
必
要
と
す
る
２

歳
以
下
の
子
ど
も
）
の
児
童
数
は
。
そ
の
う

ち
、
非
課
税
・
課
税
世
帯
の
児
童
数
と
年
間

の
保
育
料
は
。

答　
３
号
認
定
児
は
４
１
２
人
で
、
課
税

世
帯
の
児
童
数
は
３
９
２
人
、
保
育
料
は
総

額
５
０
３
１
万
８
０
０
０
円
で
す
。
非
課
税

世
帯
の
児
童
数
は
20
人
で
保
育
料
は
総
額
74

万
１
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
国
の
無
償
化
に
よ
り
、
市
の
第
２
子

以
降
支
援
助
成
事
業
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

と
見
込
ん
で
い
る
が
、
そ
の
分
を
無
償
化
の

該
当
に
な
ら
な
い
世
帯
の
保
育
料
な
ど
に
充

て
ら
れ
な
い
か
。

答　
平
成
31
年
度
保
育
料
無
償
化
は
全
額

国
の
財
源
で
す
が
、
平
成
32
年
度
以
降
は
国

の
ほ
か
、
県
や
市
町
村
も
負
担
す
る
予
定
で

あ
る
た
め
、
新
た
な
支
援
策
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

問　
お
ら
ほ
の
湯
は
平
成
32
年
３
月
31
日

の
廃
止
の
日
ま
で
維
持
で
き
る
の
か
。

答　
お
ら
ほ
の
湯
は
閉
館
ま
で
維
持
で
き

る
と
見
込
ん
で
お
り
、
小
規
模
な
修
繕
に
つ

い
て
は
そ
の
都
度
、
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
大
規
模
な
修
繕
と
な
っ
た
と
き

は
閉
館
と
な
り
ま
す
。

問　
お
ら
ほ
の
湯
の
年
間
利
用
者
数
は
。

答　

平
成
29
年
度
５
万
８
４
７
７
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問　
お
ら
ほ
の
湯
が
予
定
よ
り
早
く
閉
館

さ
れ
る
と
、
つ
が
る
地
球
村
温
泉
で
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
一
日
も
早
い
完
成
を

目
指
せ
な
い
か
。

答　
新
温
泉
施
設
に
関
し
、
一
日
も
早
く

完
成
で
き
る
よ
う
早
期
に
発
注
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

7

絆
きしんかい

心会　齊
さいとう

藤　　渡
わたる

●
投
票
環
境
の
向
上
を

● 

臨
床
心
理
士
を配

置
し
て
い
る
か

絆
きしんかい

心会　佐
さと う

藤　孝
たか し

志

● 

保
育
料
無
償
化
に
よ
る

市
の
対
応
は

●
お
ら
ほ
の
湯
の
状
況
は

期日前投票者数
うちイオンモー
ルつがる柏 割合

木造 5,359人 2,699人 50.36％

森田 1,522人 755人 49.01％

柏 2,083人 1,918人 92.08％

稲垣 1,434人 627人 43.72％

車力 1,236人 558人 45.15％

全体 11,634人 6,557人 56.36％
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問　
人
口
減
少
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
対
策
は
。

答　
人
口
減
少
の
要
因
は
出
生
数
の
低
下
、

転
出
超
過
の
拡
大
、
死
亡
率
の
上
昇
と
考
え

て
い
ま
す
。
市
で
は
人
口
減
少
対
策
の
一
つ

と
し
て
健
康
寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
新
年
度
は
新
規
事
業
と
し
て
脳
血
管
疾

患
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
た
脳
ド
ッ
ク
検

診
料
を
助
成
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
通
じ
て
死
亡
率
の
上
昇
を
抑
制
す
る
こ

と
も
人
口
減
少
対
策
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　
　

　
　問　
市
総
合
体
育
館
の
建
設
費
の
内
訳
は
。

答　
基
本
設
計
に
お
い
て
、
建
設
本
体
が

約
53
億
円
、
備
品
や
附
帯
施
設
と
し
て
２
億

８
５
０
０
万
円
、
用
地
取
得
、
そ
の
他
外
構

工
事
、
設
計
委
託
な
ど
13
億
３
７
０
０
万
円

を
見
込
み
、
総
事
業
費
は
約
70
億
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

問　
市
の
財
政
規
模
で
は
約
70
億
円
の
建

設
事
業
費
は
負
担
が
大
き
す
ぎ
な
い
か
。

答　
基
本
構
想
検
討
委
員
会
で
の
素
案
を

も
と
に
財
政
部
局
も
含
め
た
市
関
係
部
局
と

綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
し
た
上
で
概
算
設
計
額

を
算
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
総
合
体
育
館
は

誰
で
も
多
目
的
に
利
用
で
き
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
災
害
時
の
拠
点
施
設
と
し
て
も
活
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財
源
は
一

部
国
庫
支
出
金
及
び
地
方
債
と
し
て
合
併
特

例
債
を
充
当
（
充
当
率
95
％
）
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
元
利
償
還
額
の
70
％
が
交
付
税
措

置
さ
れ
る
た
め
、
実
際
の
市
の
負
担
は
20
億

円
ほ
ど
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
20
年
で

償
還
し
て
い
く
た
め
、
年
間
あ
た
り
１
億
円

程
度
の
償
還
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
人
口
減
少
を
踏
ま
え
た
今
後
の
中
期

計
画
で
の
歳
入
の
見
通
し
は
。

答　
歳
入
の
大
半
を
占
め
る
地
方
交
付
税

は
平
成
32
年
度
か
ら
※
一
本
算
定
さ
れ
る
た

め
、
今
年
度
と
比
較
す
る
と
３
億
円
か
ら
４

億
円
程
度
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
一

方
、
平
成
33
年
度
以
降
は
自
主
財
源
と
な
る

風
力
発
電
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
収
が
見

込
ま
れ
ま
す
が
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

伴
い
、
市
民
税
や
負
担
金
な
ど
、
全
体
的
に

減
少
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

問　
国
は
水
道
事
業
に
お
い
て
民
間
移
行

が
で
き
る
よ
う
法
改
正
し
た
が
、
市
で
は
水

道
事
業
の
民
間
移
行
の
計
画
は
あ
る
か
。

答　
水
道
事
業
に
よ
る
法
改
正
は
民
間
移

行
を
義
務
付
け
る
も
の
で
は
な
く
、
施
設
の

運
営
に
民
間
が
参
入
で
き
る
と
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
は
現
在
10
市
町
村
で
構

成
し
て
い
る
津
軽
広
域
水
道
企
業
団
に
属
し
、

そ
の
中
の
西
北
事
業
部
よ
り
水
道
水
を
供
給

し
て
い
ま
す
が
、
平
成
33
年
度
か
ら
は
そ
の

受
水
体
制
を
完
全
に
津
軽
広
域
水
道
企
業
団

津
軽
事
業
部
か
ら
の
受
水
に
切
り
替
え
ま
す
。

津
軽
事
業
部
で
は
こ
の
法
改
正
に
伴
う
民
間

移
行
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
稲
垣
町
野の

す
え末

浄
水
場
の
改
修
の
予
定

は
あ
る
か
。

答　
稲
垣
野
末
浄
水
場
は
昭
和
45
年
の
稼

働
以
来
、
年
数
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
過

去
に
大
規
模
な
更
新
工
事
等
を
し
て
い
る
た

め
改
修
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平

成
33
年
度
か
ら
の
受
水
体
制
の
切
り
替
え
に

よ
っ
て
各
浄
水
場
（
月
見
野
浄
水
場
を
除

く
）
は
廃
止
す
る
計
画
で
す
。

問　
今
後
の
水
質
管
理
計
画
は
。

答　
現
在
は
水
道
法
に
定
め
ら
れ
た
水
質

基
準
に
適
合
し
た
水
道
水
を
供
給
し
て
お
り
、

渇
水
期
な
ど
稀
に
異
臭
等
が
発
生
し
た
事
案

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
西

北
事
業
部
に
お
い
て
活
性
炭
処
理
施
設
を
導

入
し
、
異
臭
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
、

受
水
が
始
ま
る
津
軽
事
業
部
に
お
い
て
も
原

水
湖
で
あ
る
浅
瀬
石
川
ダ
ム
に
湖
水
循
環
装

置
を
設
置
し
、
原
水
の
確
保
に
努
め
て
お
り
、

水
質
検
査
結
果
お
よ
び
水
質
管
理
計
画
は
西

北
事
業
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

五
いつわかい

和会　伊
いと う

藤　良
りょうじ

二

●
人
口
減
少
の
要
因
は

●
市
総
合
体
育
館
建
設
の
概
要
を

●
市
の
財
政
状
況
は

五
いつわかい

和会　佐
さ さ き

々木敬
けいぞう

藏

●
水
道
事
業
の
民
間
移
行
は

8

浅瀬石川ダムからの水が
飲めるようになります

※
一
本
算
定
と
は
…
特
例
で
合
併
後

一
定
期
間
は
旧
町
村
ご
と
に
地
方
交

付
税
が
算
定
さ
れ
て
い
る
が
、
合
併

か
ら
最
長
15
年
過
ぎ
る
と
一
つ
の
団

体
と
し
て
算
定
さ
れ
る
。
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議
案
第
３
号

平
成
30
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）
案

　

機
構
集
積
協
力
金
等
交
付
事
業
費

△
２
０
６
３
万
６
千
円　

佐さ

さ

き
々
木　

敬け
い
ぞ
う藏　

委
員　

問　

個
人
へ
対
す
る
協
力
金
は
な
く
な

る
の
か
。

答　

事
業
が
始
ま
っ
た
当
初
は
0.5　

以

下
で
30
万
円
、
２
ha
超
で
は
70
万
円
交

付
さ
れ
た
が
、
平
成
31
年
度
で
は
0.5　

以
下
は
16
万
６
９
０
０
円
、
２
ha
超
は

38
万
９
６
０
０
円
と
段
階
的
に
減
額
さ

れ
て
お
り
、
将
来
、
廃
止
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
今
後
は
個
人
に
支
払
う
協
力

金
を
縮
減
し
、
地
域
集
積
協
力
金
を
手

厚
く
す
る
も
の
に
見
直
さ
れ
て
い
く
と

思
わ
れ
る
。

　

Ｆ
Ｍ
放
送
電
界
調
査
業
務
委
託
料

48
万
６
千
円　

佐さ

さ

き
々
木　

直な
お
み
つ光　

委
員　

問　

こ
の
調
査
の
内
容
は
。

答　

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、

Ｆ
Ｍ
ご
し
ょ
が
わ
ら
の
活
用
を
考
え
て

い
る
た
め
、
市
内
難
聴
区
域
の
調
査
を

す
る
も
の
。

　

公
営
住
宅
建
設
工
事

△
３
億
６
４
９
０
万
４
千
円　

田た
な
か中　

　

透と
お
る　

委
員　

問　

桜
木
団
地
の
進
捗
状
況
は
。

答　

桜
木
団
地
建
て
替
え
事
業
に
お
い

て
、
平
成
25
年
度
か
ら
建
設
し
て
お
り
、

２
２
５
戸
の
う
ち
１
６
２
戸
建
設
し
、

進
捗
率
は
72
％
で
あ
る
。
平
成
32
年
度

完
成
予
定
だ
っ
た
が
、
国
か
ら
の
厳
し

い
予
算
配
分
に
よ
り
１
、
２
年
延
び
る

見
込
み
で
あ
る
。

議
案
第
９
号

平
成
31
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
予
算
案

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
費

７
５
３
１
万
３
千
円　

齊さ
い
と
う藤　

　

渡わ
た
る　

委
員　

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
概
要
は
。

答　

住
民
税
非
課
税
の
方
と
※
３
歳
未

満
の
子
を
対
象
と
し
、
最
大
２
万
円
支

払
う
と
２
万
５
千
円
分
の
商
品
券
を
購

入
で
き
る
事
業
で
あ
る
。

（
※
３
歳
半
ま
で
の
子
に
拡
大
。
４
月

２
日
現
在
）

　

地
方
債

54
億
１
４
８
０
万
円　

佐さ

さ

き
々
木　

直な
お
み
つ光　

委
員　

問　

過
疎
債
や
合
併
特
例
債
の
金
額
は

い
く
ら
か
。

答　

過
疎
債
に
つ
い
て
は
22
億
５
５
９

０
万
円
で
46
事
業
に
充
当
し
、
合
併
特

例
債
は
15
億
７
２
１
０
万
円
で
６
事
業

に
充
当
、
そ
の
他
の
地
方
債
は
11
億
９

６
８
０
万
円
で
８
事
業
に
充
当
し
て
い

る
が
、
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
こ
と
を

考
慮
す
る
と
市
の
負
担
は
全
体
の
３
割

程
度
と
な
り
、
16
億
円
ほ
ど
で
あ
る
。

問　

地
方
債
の
金
額
が
取
り
沙
汰
さ
れ

て
い
る
が
、
交
付
税
措
置
等
に
よ
っ
て

軽
減
さ
れ
、
市
が
実
際
に
負
担
す
る
額

を
市
民
へ
周
知
し
て
は
。

答　

今
後
、
広
報
等
で
詳
細
に
周
知
し

た
い
と
考
え
る
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
費

４
６
１
４
万
２
千
円　

　
　
　
　
　
　

成な
り
た田　

克か
つ
こ子　

委
員

問　

児
童
ク
ラ
ブ
利
用
に
は
負
担
金
３

千
円
と
お
や
つ
代
が
か
か
り
、
こ
れ
を

一
律
２
千
円
に
で
き
な
い
か
と
過
去
に

質
問
し
た
が
、
そ
の
後
の
対
応
は
。

答　

負
担
金
は
児
童
１
人
に
つ
き
月
額

３
千
円
で
同
一
世
帯
で
２
人
以
上
の
在

籍
が
あ
る
場
合
や
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

世
帯
の
児
童
は
半
額
と
し
て
い
る
が
、

現
在
も
対
応
に
変
更
は
な
い
。

9

予
算
特
別
委
員
会

平
成
30
年
度
補
正
予
算
案
・
平
成
31
年
度

当
初
予
算
案
の
審
査
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す

委
員
長木き

む
ら村　

良よ
し
ひ
ろ博　
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津
軽
広
域
水
道
企
業
団
西
北
事
業
部

　
　

配
水
管
工
事
出
資
金

２
４
０
０
万
円　

伊い
と
う藤　

良り
ょ
う
じ二 

委
員　

問　

詳
細
な
説
明
を
。

答　

森
田
吉
野
地
区
の
簡
易
水
道
を
上

水
道
へ
切
り
替
え
る
も
の
で
、
中
田
地

区
の
上
水
道
管
か
ら
分
岐
さ
せ
て
本
管

約
３
６
０
ｍ
を
整
備
す
る
。

　

り
ん
ご
黒
星
病
防
除
対
策
事
業

　
　

補
助
金　

７
０
２
万
円　

成な
り
た田　

　

博ひ
ろ
し 

委
員　

問　

こ
の
事
業
内
容
は
。

答　

り
ん
ご
の
葉
な
ど
に
黒
い
斑
点
が

で
き
る
黒
星
病
の
防
除
対
策
と
し
て
散

布
し
た
薬
剤
（
11
回
を
超
え
た
分
）
に

対
し
、
10
分
の
３
を
助
成
す
る
も
の
で

共
同
防
除
組
織
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　

防
雪
柵
新
設
工
事

１
億
２
３
３
万
９
千
円　

長は
せ
が
わ

谷
川　

榮え
い
こ子 

委
員　

問　

新
設
す
る
防
雪
柵
の
場
所
は
。

答　

５
カ
年
の
計
画
で
丸
山
蓮
花
田
線

に
防
雪
柵
を
設
置
す
る
。
風
の
強
い
小

田
原
集
落
方
面
か
ら
の
工
事
着
手
を
考

え
て
い
る
。

　

公
営
住
宅
水
洗
化
工
事

２
２
０
０
万
円　

佐さ
と
う藤　

孝た
か
し志 

委
員　

問　

水
洗
化
工
事
の
計
画
内
容
は
。

答　

森
田
地
区
の
月
見
野
丘
団
地
の
ト

イ
レ
を
水
洗
化
す
る
。
来
年
度
か
ら
４

カ
年
計
画
で
10
戸
ず
つ
整
備
す
る
ほ
か
、

浦
船
団
地
88
戸
に
つ
い
て
は
公
共
下
水

道
の
整
備
後
、
平
成
34
年
か
ら
の
工
事

を
予
定
し
て
い
る
。　

　

漂
着
船
解
体
処
分
業
務
委
託
料

２
３
５
万
５
千
円　

秋あ
き
た
や

田
谷　

建た
て
ゆ
き幸 

委
員　

問　

詳
細
な
説
明
を
。

答　

今
年
度
９
月
以
降
、
漂
着
船
が
10

件
あ
り
、
船
の
一
部
を
残
し
た
も
の
か

ら
、
船
の
形
そ
の
ま
ま
の
状
態
の
も
の

ま
で
あ
っ
た
。
今
後
も
不
審
船
が
漂
着

す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
解
体
費
用

を
一
番
要
し
た
１
艘
分
の
金
額
で
予
算

計
上
し
た
。

　

縄
文
遺
跡
群
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

　
　

整
備
事
業
費６

５
１
８
万
８
千
円　

成な
り
た田　

克か
つ
こ子 

委
員　

問　

事
業
内
容
は
。

答　

亀
ヶ
岡
石
器
時
代
遺
跡
お
よ
び
田

小
屋
野
貝
塚
の
隣
接
地
に
２
つ
の
史
跡

に
係
る
情
報
を
発
信
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
を
整
備
す
る
事
業
で
、
世
界
遺
産

候
補
地
に
決
定
に
な
っ
た
場
合
は
多
く

の
方
の
来
訪
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
ま

ず
初
め
に
駐
車
場
用
地
を
確
保
す
る
。

　

総
合
体
育
館
建
設
費

　
　

地
中
熱
採
熱
調
査
委
託
料

１
０
０
０
万
円　

伊い
と
う藤　

良り
ょ
う
じ二 

委
員　

問　

こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
調
査
か
。

答　

補
助
事
業
を
活
用
し
て
地
中
熱
融

雪
や
地
中
熱
空
調
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で

き
る
か
調
査
、
検
討
す
る
も
の
で
１
０

０
ｍ
の
深
さ
ま
で
掘
削
し
、
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
を
す
る
。

議
案
第
12
号

平
成
31
年
度
つ
が
る
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
案

議
案
第
13
号

平
成
31
年
度
つ
が
る
市
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
税
特
別
会
計
予
算
案

　

脳
ド
ッ
ク
委
託
料

　

（
国
民
健
康
保
険
） 

４
５
０
万
円

　

（
後
期
高
齢
者
医
療
）　 

75
万
円

長は
せ
が
わ

谷
川　

榮え
い
こ子 

委
員　

問　

詳
細
な
説
明
を
。

答　

脳
疾
患
を
早
期
に
発
見
、
治
療
を

目
的
と
し
た
も
の
で
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
を
対
象
に
脳

ド
ッ
ク
検
診
料
の
う
ち
１
万
５
千
円
を

助
成
す
る
。

10

適切な防除対策が
求められています

亀ヶ岡で発見された土
ど こ う ぼ

壙墓



つがる市議会だより－第61号11

指定管理者一覧（議案第24号～28号）
管理を行わせる施設の名称 指定管理となる団体の名称 指定管理期間

つがる市木造福祉交流センター
「花しょうぶの館」

社会福祉法人
つがる市社会福祉協議会

平成31年 4月 1日から
令和 4年 3月31日まで

つがる市柏ふるさと生きがいセンター
社会福祉法人
つがる市社会福祉協議会

平成31年 4月 1日から
令和 4年 3月31日まで

つがる市車力ウェルネスセンター
社会福祉法人
つがる市社会福祉協議会

平成31年 4月 1日から
令和 4年 3月31日まで

つがる市森田ふれあい交流の里
「おらほの湯」

つがる地球村株式会社
平成31年 4月 1日から
令和 2年 3月31日まで

つがる市健康増進施設
「稲穂の湯」

株式会社稲穂
平成31年 4月 1日から
令和 4年 3月31日まで

請願・陳情

　市政などについて
意見や要望があると
きは、「請願」「陳情」
を文書で市議会に提
出することができま
す。

陳情第3号
陳情名 陳情者 委員会の意見・結果 結果

車力ミサイル基地周辺
地域における避難計画
の策定・訓練の実施に
関する陳情書

つがる市稲垣町
長谷川　誠司

（総務常任委員会付託）
　市は武力攻撃等から市民の生命・
身体の保護などを目的として、市の
責務や避難・救援・武力攻撃災害へ
の対処などを規定した市民保護計画
を策定した。また、平成29、30年
度には小・中学校において武力攻撃
等の訓練を実施したほか、避難行動
等を市民へ周知している。これらの
ことを踏まえた結果、陳情項目であ
る意見書は提出しないが、陳情の趣
旨は採択すべきである。自主防災組
織の取り組み強化を市へ要望する。

採択

提出された陳情陳情は以下のようになりました

請 願
　請願書の提出には市議会
議員の紹介が必要です。
　審査のうえ、本会議では
「採択」「不採択」が決め
られ、採択された請願は関
係する執行機関などに送り、
措置するよう要請します。

陳 情
　陳情書の提出には市議会
議員の紹介は不要で、陳情
文書を議長が閲覧し、必要
に応じて議会運営委員会で
取り扱いを協議します。
　審査することに決定した
場合は請願と同様の取り扱
いとなります。
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2月

 5日 全国市議会議長会基地協議会定期総会（東京都）
 8日 青森県市議会議長会定期総会（青森市）
13日 平成31年第1回つがる市議会臨時会
14日 全国市議会議長会評議員会（東京都）
19日 議会改革特別委員会
22日 議会運営委員会

3月

 1日 平成31年第1回つがる市議会定例会開会
 5日 定例会一般質問
 7日 予算特別委員会
 8日 予算特別委員会
11日 総務常任委員会、経済建設常任委員会
12日 教育民生常任委員会
15日 平成31年第1回つがる市議会定例会閉会

4月
 4日 東北市議会議長会定期総会（秋田市）
18日 市議会だより編集委員会

これまでの議会の活動の一部を紹介します (議長・副議長・議員団)
　本会議などの様
子をインターネット
で中継(ライブ中継、
録画中継)していま
す。

「指定管理者制度 」
従来、公の施設の管理運営は公共的団体や市の出資法人などに限定され
ていましたが、地方自治法の改正により管理運営に関する規制を緩和し、
民間事業者やNPO法人等の参入を可能にした制度です。

◎民間のノウハウが施設の運営に活かされ、市民サービスの向上や管理運営の
　効率化を図ることができる。
◎管理経費の縮減を図ることができる。

期待される効果

「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
と

新
し
い
時
代
の
始
ま
り
で
す
。

　
こ
の
「
令
和
」
と
い
う
元
号

に
は
「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄

せ
あ
う
中
で
、
文
化
が
生
ま
れ

育
つ
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
た
ち

議
員
も
心
を
寄
せ
合
っ
て
新

し
い
文
化
を
築
い
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　
つ
が
る
市
で
は
東
京
事
務

所
を
開
設
し
、
夏
に
は
メ
ロ
ン

カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

つ
が
る
の
メ
ロ
ン
が
首
都
圏

で
愛
さ
れ
て
、
つ
が
る
の
文
化

が
全
国
へ
発
信
さ
れ
る
よ
う

に
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
本
編
集
委
員
会
も
新
た
な
メ

ン
バ
ー
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
皆
様
に
市
議
会
の
活
動

な
ど
の
情
報
を
お
届
け
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
委
員
長 

記
）

　　
■
市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
会

　
委 

員 

長
　
長
谷
川
榮
子

　
副
委
員
長

　
伊
藤

　
良
二

　
委

　
　
員

　
佐
々
木
直
光

　
　
　
　
　
　
野
呂

　
　
司

　
　
　
　
　
　
齊
藤

　
　
渡

　
　
　
　
　
　
秋
田
谷
建
幸

次回定例会予定

６ 月
　詳しくはホーム
ページをご覧いた
だくか議会事務局
にお問い合わせく
ださい。

議会は手続き不要でどなたでも
傍聴できます

議会中継を
ご覧いただけます。

制
度
導
入
検
討
・
決
定

（
公
募
・
非
公
募
）

指
定
管
理
者
を
募
集

指
定
管
理
候
補
者
の
選
定

指
定
の
可
決

議
会
で
審
議
、

指
定
管
理
者
を
指
定

指定された民間
事業者が公の施
設を管理運営

3月定例会の中から気になる言葉を取り上げて解説します

市の施設61カ所が指定管理者によって管理運営されています。（平成31年4月1日現在）


